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　背　景

避難に長時間を要し、多くの介助者も必要と避難に長時間を要し、多くの介助者も必要と
なる医療福祉施設において、避難行動能力なる医療福祉施設において、避難行動能力
別人数の把握は極めて重要別人数の把握は極めて重要

病院の病棟は病床区分の再編など、医療制病院の病棟は病床区分の再編など、医療制
度の変革の影響を強く受けるため、人数調度の変革の影響を強く受けるため、人数調
査を継続的に実施する必要性が大査を継続的に実施する必要性が大

夜間の管理状況から、早急に避難させなけ夜間の管理状況から、早急に避難させなけ
ればならない患者数を減らして避難時間をればならない患者数を減らして避難時間を
短縮することが安全対策上の課題短縮することが安全対策上の課題

　目　的

病棟入院患者の避難行動能力病棟入院患者の避難行動能力

別人数を実態調査により把握し、別人数を実態調査により把握し、

避難安全性の評価のための基避難安全性の評価のための基
礎データとする礎データとする

調査の方法【アンケート調査の方法】

1. 入院施設のある建物の名称，病棟設置階
2. 病棟名，病床数
3. 担当する診療科名
4. スタッフ（看護師，看護補助者）の人数
5. 時間帯別（朝食時，昼食時，夕食時，午前1時）の
スタッフ（看護師，看護補助者）の人数

6. 患者個人の日常の移動能力と災害時の移送区分

病
棟

1. 病院名，経営主体，所在地
2. 病床区分（一般・療養等）ごとの病床数
3. 入院施設のある建物の名称，建設年，階数， 　　
病棟設置階

病
院
全
体

調査項目



調査の方法【患者の移動能力分類】

1. 独歩
2. 護送
3. 担送

災
害
時

1. 杖・歩行器類を使わずに自力で歩行
2. 杖・歩行器類を使用して自力で歩行（杖・歩行器類
に移乗するときに介助が必要な場合も含む）

3. 自力で車いすで移動（車いすはベッドの手の届く
範囲に置いてあると想定）

4. 歩行器類を使わずに介助されて歩行（肩を貸され
て、手を添えられて移動）

5.介助されて車いす，ベッド等で移動（寝たきり含む）

日
常

移動能力の分類

調査結果【調査票の回収数】

一般病床：６１病棟
精神病床：　５病棟（同一病院）
療養病床：　５病棟（同一病院）

病
棟
数

急性期病院：５施設
リハビリテーション病院：１施設

病
院
数

項　目

調査結果【スタッフ人数】
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【夕食時】
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【午前1時】

調査結果【日常時の移動能力の分布】
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【杖・歩行器類を使用して自力で歩行】
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【杖・歩行器類を使わずに自力で歩行】



調査結果【日常時の移動能力の分布】
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【自力で車いすで移動】
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【歩行器類を使わずに介助されて歩行】

調査結果【日常時の移動能力の分布】
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【介助されて車いす，ベッド等で移動】

調査結果【非常時の移送区分割合】
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調査結果【日常時と災害時との関係】
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【日常の移動能力】
Ⅰ：杖・歩行器類を使わずに自力で歩行
Ⅱ：杖・歩行器類を使用して自力で歩行
Ⅲ：自力で車いすで移動
Ⅳ：歩行器類を使わずに介助されて歩行
Ⅴ：介助されて車いす，ベッド等で移動
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調査結果【日常時と災害時との関係】

療養病床療養病床
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【日常の移動能力】
Ⅰ：杖・歩行器類を使わずに自力で歩行
Ⅱ：杖・歩行器類を使用して自力で歩行
Ⅲ：自力で車いすで移動
Ⅳ：歩行器類を使わずに介助されて歩行
Ⅴ：介助されて車いす，ベッド等で移動

調査結果【日常時と災害時との関係】

精神病床精神病床
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【日常の移動能力】
Ⅰ：杖・歩行器類を使わずに自力で歩行
Ⅱ：杖・歩行器類を使用して自力で歩行
Ⅲ：自力で車いすで移動
Ⅳ：歩行器類を使わずに介助されて歩行
Ⅴ：介助されて車いす，ベッド等で移動

今後の課題

病床区分（一般・精神・療養）や診療科病床区分（一般・精神・療養）や診療科

に応じて患者の移動能力別割合を分けに応じて患者の移動能力別割合を分け
る必要性があるか？る必要性があるか？

患者の移動能力別割合の分布に応じて患者の移動能力別割合の分布に応じて
防災設備・避難施設等の対策を示す考防災設備・避難施設等の対策を示す考
え方もある。え方もある。

診療科によって病棟の空間構成が変わ診療科によって病棟の空間構成が変わ
らないのであれば、患者の移動能力別らないのであれば、患者の移動能力別
割合を細かく分類する必要はない。割合を細かく分類する必要はない。


